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久
野
研
二

持
続
的
生
計
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
か
ら
読
み
解
く
障
害
者
の
生
計

︱
︱
マ
レ
ー
シ
ア
の
障
害
者
の
生
計

●
は
じ
め
に

「
生
計
」
と
い
う
概
念
は
単
な
る
所
得
と
い
う

概
念
と
は
異
な
る
。
そ
れ
は
、
包
括
的
で
持
続
的

な
「
生
き
る
た
め
の
手
段
や
戦
略
」
を
捉
え
る
概

念
と
し
て
、
所
得
に
の
み
着
目
す
る
貧
困
概
念
に

代
わ
る
概
念
と
し
て
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま

た
こ
の｢

生
計｣

と
い
う
概
念
は
、
貧
困
を
課

題
と
す
る
「
開
発
」
と
障
害
者
の
社
会
参
加
の
制

限
を
課
題
と
す
る
「
障
害
」
と
の
取
り
組
み
を
統

合
的
に
捉
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
包
括
的
な
分

析
の
枠
組
み
と
し
て
も
着
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本

稿
で
は
、
こ
の
包
括
的
な｢

生
計｣

の
視
点
か

ら
障
害
者
の
生
計
を
と
ら
え
る
と
、
ど
の
よ
う
な

点
が
課
題
と
し
て
み
え
て
く
る
の
か
を
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
障
害
者
の
生
計
状
況
を
事
例
と
し
て
分
析

し
な
が
ら
考
え
て
み
る
。

●
分
析
の
枠
組
み：
持
続
的
生
計
ア
プ

ロ
ー
チ

本
稿
で
は
、
開
発
分
野
に
お
け
る
生
計
の
概
念

と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
英
国
国
際
開
発
庁

の
「
持
続
的
生
計
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
沿
っ
て
考
え

た
（
図
）。
こ
の
概
念
は
、
人
々
が
生
き
て
い
く

た
め
に
活
用
で
き
る
資
源
や
能
力
を
包
括
的
に
ま

と
め
た
「
五
つ
の
資
本
」
を
中
心
に
据
え
、直
接・

間
接
に
生
計
を
悪
化
さ
せ
る
「
脆
弱
性
要
因
」、

そ
れ
ら
に
影
響
を
与
え
る
「
構
造
と
プ
ロ
セ
ス
の

変
容
」、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
前
提
と
し
て
と
ら
れ

る｢

生
計
戦
略｣

と
そ
の｢

結
果｣

を
一
連
の

循
環
プ
ロ
セ
ス
と
し
た
生
計
（
戦
略
）
の
「
持
続

性
」
を
概
念
化
し
て
い
る
。

途
上
国
、特
に
農
村
部
で
は
、支
え
あ
い
と
い
っ

た
社
会
関
係
資
本
や
自
家
菜
園
な
ど
、
所
得
収
入

と
い
う
形
態
に
還
元
で
き
な
い
資
本
が
個
人
や
世

帯
の
生
計
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
そ
れ

ら
を
包
括
的
に
捉
え
る
こ
と
抜
き
に
生
計
の
全
体

像
は
見
え
て
こ
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
資
本
が
単

に
地
域
社
会
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
障

害
者
が
そ
れ
ら
に
本
当
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
の
か

ど
う
か
、
そ
し
て
そ
の
ア
ク
セ
ス
が
そ
の
調
査
の

瞬
間
に
ど
う
か
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
そ
れ
が
持

続
的
か
ど
う
か
、
と
い
う
時
間
枠
を
内
包
し
た
視

点
で
分
析
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

●
マ
レ
ー
シ
ア
の
状
況

マ
レ
ー
シ
ア
は
順
調
な
経
済
発
展
の
も
と
、
一

人
当
た
り
の
国
民
総
所
得
も
四
九
六
〇
米
ド
ル
を

超
え
、
所
得
上
の
貧
困
率
（
五・一
％
）、
極
貧
困

率
（
一・
〇
％
）
と
も
に
低
く
、
既
に
い
わ
ゆ
る

中
進
国
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、

地
域
間
格
差
、
民
族
間
格
差
、
そ
し
て
、
世
帯
構

造
に
よ
る
格
差
は
依
然
と
し
て
課
題
と
な
っ
て
い

る
。マ

レ
ー
シ
ア
の
障
害
者
数
に
つ
い
て
は
社
会
福

祉
局
へ
の
登
録
者
数
（
二
〇
〇
七
年
九
月
時
点
で

二
一
万
八
五
三
名
。
全
人
口
の
〇・
八
％
）
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
保
健
省
の
サ
ン
プ
ル

調
査
（
一
九
九
六
年
）
で
は
、
人
口
の
六・
九
％

が
機
能
障
害（Im

pairm
ent

）を
、ま
た
一・五
％

が
能
力
障
害
（D

isability

）
を
有
す
る
と
い
う

結
果
も
で
て
い
る
。

障
害
者
の
生
計
・
貧
困
に
関
し
て
の
調
査
・
研

究
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
障
害
者
の
た
め
の
地
域

社
会
に
根
ざ
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｃ
Ｂ
Ｒ
）
の
利
用
者
を
対
象
に
、
福
祉
局

が
一
九
九
五
年
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
五
八
％
の

世
帯
が
貧
困
線
以
下
と
い
う
結
果
も
で
て
い
る

（
サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ
：
六
六
六
世
帯
。
貧
困
線

四
二
五
リ
ン
ギ
ッ
ト
：
一
リ
ン
ギ
ッ
ト
約
三
〇

円
）。
こ
れ
は
同
年
の
全
国
平
均
（
八・九
％
）
と

比
し
て
非
常
に
高
い
値
で
あ
る
。
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二
〇
〇
八
年
に
初
め

て
の
障
害
者
法
が
制
定

さ
れ
、
合
わ
せ
て
初
の

障
害
者
政
策
お
よ
び
障

害
者
（
福
祉
）
計
画
も

施
行
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

多
く
は
民
間
団
体
に

頼
っ
て
お
り
、
か
つ
そ

れ
ら
の
支
援
も
施
設
入

所
に
よ
る
ケ
ア
の
提
供

や
、
機
能
回
復
訓
練
の

提
供
を
主
に
す
る
も
の

が
主
流
で
、「
障
害
の

社
会
モ
デ
ル
」
に
基
づ

く
社
会
参
加
を
直
接
支

援
す
る
よ
う
な
取
り
組

み
は
ま
だ
限
ら
れ
て
い

る
。
特
に
重
度
障
害
者

や
精
神
障
害
者
の
支
援

は
最
も
後
手
に
回
っ
て

お
り
、
地
域
的
な
格
差

も
大
き
い
。

●
持
続
的
生
計
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
み
る

障
害
者
の
生
計

で
は
、
持
続
的
生
計
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
か
ら

マ
レ
ー
シ
ア
の
障
害
者
の
生
計
を
捉
え
て
み
る
。

ま
ず
重
要
な
の
は
、
生
計
戦
略
形
成
の
元
手
と
な

る
五
つ
の
資
本
か
ら
な
る
生
計
資
産
に
つ
い
て
の

理
解
で
あ
る
。

◦
生
計
資
産
（Livelihood A

ssets

）

　

人
間
資
本
（H

um
an C

apital

）：
健
康
、

教
育
、
雇
用
（
技
術
、
知
識
を
含
む
）
が
重
要
な

視
点
と
な
る
。
健
康
に
つ
い
て
は
機
能
的
障
害
の

種
類
や
程
度
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ

は
多
様
な
状
況
で
あ
る
。
個
人
レ
ベ
ル
で
補
う
自

助
具
や
義
肢
装
具
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
政
府

補
填
に
よ
り
農
村
部
の
貧
困
層
で
も
基
本
的
な
ア

ク
セ
ス
は
保
障
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
教
育
に
つ
い
て

は
、全
国
に
ろ
う
学
校
（
二
三
校
）
と
盲
学
校
（
六

校
）、
お
よ
び
特
別
支
援
学
級
（
六
三
五
学
級
）

が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
一
万
人
以
上
の
就
学
年

齢
障
害
児
が
、
現
時
点
で
本
来
の
教
育
制
度
下
で

の
教
育
を
受
け
て
い
な
い
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
身
体
障
害
者
の
教
育
が
明
確
に
教
育
省
の

責
任
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
学
校
建
物
の

バ
リ
ア
・
フ
リ
ー
化
な
ど
の
課
題
が
残
さ
れ
た
ま

ま
と
な
っ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
正
式
な
教
育

課
程
を
経
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
障
害
者
の
職
業

訓
練
や
技
術
習
得
の
機
会
の
制
限
も
、
雇
用
機
会

の
制
限
の
大
き
な
一
因
に
な
っ
て
い
る
。

　

社
会
関
係
資
本
（S

ocial C
apital

）：ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
集
団
の
所
属
、
お
よ
び
信
頼
関
係
や

互
助
の
二
点
か
ら
考
え
る
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
所
属
：
都
市
部
で
は

親
の
会
や
障
害
当
事
者
団
体
が
比
較
的
形
成
さ
れ

情
報
や
サ
ー
ビ
ス
の
共
有
や
創
出
な
ど
が
な
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
他
方
、
農
村
部
で
の
組
織
率
は
低
く
、

ま
た
精
神
障
害
者
の
当
事
者
団
体
の
形
成
も
社
会

の
偏
見
か
ら
進
ま
ず
、
農
村
部
や
特
定
の
障
害
者

の
孤
立
状
況
は
生
計
戦
略
に
も
影
響
を
与
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

信
頼
関
係
や
互
助
：
従
来
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、

ゴ
ト
ン
ロ
ヨ
ン
（Gotong-Royong

）
と
呼
ば

れ
る
互
助
活
動
制
度
が
機
能
し
て
い
た
が
、
近
年

都
市
部
で
は
形
骸
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

社
会
関
係
資
本
は
障
害
者
の
社
会
参
加
を
支
援
す

る
土
台
と
し
て
重
要
な
要
因
で
あ
り
、
そ
の
維
持

ま
た
再
形
成
は
戦
略
上
不
可
欠
で
あ
る
。

　

自
然
資
本
（N

atural C
apital

）：
都
市
部

の
障
害
者
の
生
計
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
を

与
え
な
い
が
、
農
村
部
に
お
い
て
は
第
一
次
産
業

従
事
世
帯
が
多
く
、
ま
た
世
帯
内
で
の
労
働
と
し

て
農
業
に
従
事
し
て
い
る
障
害
者
も
お
り
、直
接・

間
接
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

物
的
資
本
（P

hysical C
apital

）：
交
通

も
含
め
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
生
産
機
器
ま
た
情
報

な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
こ
こ
で
の
重
要
な
点
と
な

る
。
都
市
部
に
お
け
る
労
働
人
口
の
不
足
と
近
年

の
外
国
人
労
働
者
の
規
制
か
ら
、
障
害
者
雇
用
に

積
極
的
な
姿
勢
を
み
せ
る
第
二・
三
次
産
業
企
業

も
で
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
、
特
に
身
体
障
害
者
に

つ
い
て
は
、
就
労
の
妨
げ
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い

る
の
が
通
勤
手
段
を
含
め
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
障

壁
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
工
場
の
近
く
に
グ
ル
ー

プ
・
ホ
ー
ム
を
作
り
そ
こ
か
ら
工
場
に
通
勤
で
き

る
よ
う
な
方
法
を
取
っ
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
、
通
勤

手
段
の
提
供
を
し
て
い
る
企
業
な
ど
は
雇
用
の
確

保
に
成
功
し
て
い
る
。
情
報
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

は
、
特
に
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
の
生
計
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
手
話
通
訳
者
育

図　持続的生計アプローチの考え方

（出所）DFID�1999。

Ｈ = 人的資本 Ｓ = 社会関係資本
Ｎ = 自然資本 Ｐ = 物的資本

生計資産

Ｆ = 金融資本

虚弱性要因
構造と
プロセスの
変容

生計の成果

H

NS 生計戦略

P F

影響とアクセス

（
達
成
す
る
た
め
に
）
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成
に
日
本
円
に
し
て
二
億
円
の
特
別
予
算
が
計
上

さ
れ
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
も
の
の
、
情

報
ア
ク
セ
ス
の
保
障
も
進
み
つ
つ
あ
る
。

　

金
融
資
本
（Financial C

apital

）：
利
用

可
能
な
貯
蓄
：
預
貯
金
の
面
で
は
、
郵
便
局
お
よ

び
一
般
商
業
銀
行
で
は
管
理
料
が
引
か
れ
る
も
の

の
小
額
で
の
口
座
開
設
は
可
能
で
あ
り
、
表
面
上
、

制
度
的
に
は
障
害
者
だ
か
ら
と
預
貯
金
制
度
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

農
村
部
で
の
店
舗
数
や
店
舗
建
物
の
物
理
的
な
ア

ク
セ
ス
な
ど
の
面
か
ら
、
利
用
が
難
し
い
状
況
が

新
聞
記
事
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
例
も
あ
る
。

ま
た
貸
付
の
面
で
は
、
障
害
者
を
対
象
と
す
る
起

業
目
的
の
貸
付
は
社
会
福
祉
局
と
人
的
資
源
省
か

ら
も
な
さ
れ
て
お
り
、
支
給
額
も
小
規
模
事
業
の

立
ち
上
げ
と
し
て
は
十
分
な
額
（
上
限

二
万
七
〇
〇
〇
リ
ン
ギ
ッ
ト
）
が
支
給
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
逆
に
一
般
の
貸
付
制
度
で
は
条
件
な

ど
が
厳
し
く
利
用
が
困
難
な
一
面
も
あ
る
。

　

一
定
の
現
金
フ
ロ
ー
：
従
来
、
障
害
者
に
対

す
る
所
得
保
障
そ
の
も
の
が
無
く
、
こ
の
点
が
生

計
と
い
う
視
点
か
ら
障
害
者
の
状
況
を
捉
え
る
際

の
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
新
し
い
障

害
者
法
と
政
策
の
下
、
二
〇
〇
八
年
度
よ
り
未
就

労
障
害
者
に
対
す
る
経
済
保
障
制
度
（
月
額

一
五
〇
リ
ン
ギ
ッ
ト
）、
就
労
障
害
者
に
対
す
る

補
填
の
増
額
（
月
額
三
〇
〇
リ
ン
ギ
ッ
ト
）、ま
た
、

学
齢
期
の
障
害
者
が
い
る
世
帯
に
対
す
る
補
助

（
就
学
児
童
に
対
し
て
は
月
額
三
〇
〇
リ
ン
ギ
ッ

ト
、
Ｃ
Ｂ
Ｒ
に
登
録
さ
れ
て
い
る
児
童
に
対
し
て

は
五
〇
リ
ン
ギ
ッ
ト
）
の
新
設
な
ど
、
制
度
の
充

実
化
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
問
題
は
、
特

に
精
神
障
害
者
な
ど
従
来
の
障
害
者
政
策
の
対
象

か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
障
害
者
に
と
っ
て
は
、
依

然
と
し
て
生
計
が
政
策
上
保
障
さ
れ
て
い
な
い
点

に
あ
る
。
ま
た
、
世
帯
内
で
の
障
害
者
本
人
に
対

す
る
所
得
の
再
分
配
に
つ
い
て
も
更
な
る
議
論
が

必
要
で
あ
る
。

◦
脆
弱
性
（V

ulnerability C
ontext

）

生
計
に
負
の
影
響
を
与
え
る
要
因
と
し
て
、

シ
ョ
ッ
ク
、
傾
向
、
周
期
性
の
三
つ
の
視
点
か
ら

こ
の
脆
弱
性
を
捉
え
る
。
こ
の
視
点
で
捉
え
る
と
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
は
事
故
や
病
気
と
い
っ
た

個
人
的
な
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す
る
生
計
保
障
は
進
み

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
災
害
に
お
け
る
障
害
者
支
援

対
策
な
ど
は
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
み
え
て
く
る
。

　

シ
ョ
ッ
ク
：
労
働
災
害
予
防
や
労
災
障
害
年

金
制
度
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
度

の
実
績
で
は
二
六
万
八
九
〇
〇
人
が
こ
の
支
給
を

受
け
て
い
る
。
病
気
に
つ
い
て
は
診
療
費
の
公
的

負
担
や
農
村
地
域
で
の
診
療
所
の
普
及
な
ど
に

よ
っ
て
基
本
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
保
証
さ
れ
て

い
る
が
、
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
郡
レ
ベ
ル
以
上
で
の
ア
ク
セ
ス
し
か
保
障
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
障
害
者
に
対
す
る
民
間
医
療
保

険
へ
の
加
入
制
限
は
、
都
市
部
で
は
民
間
医
療
機

関
が
主
流
に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
地
域
で
の

医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
格
差
と
い
う
問
題
も
引
き
起

こ
し
て
い
る
。
特
に
重
要
な
課
題
は
頻
発
す
る
洪

水
な
ど
の
災
害
時
の
対
応
で
あ
る
。
例
え
ば
、

二
〇
〇
七
年
に
マ
レ
ー
半
島
南
部
で
起
こ
っ
た
大

規
模
な
洪
水
の
際
に
は
十
分
な
障
害
者
対
策
が
採

ら
れ
ず
、
家
族
に
よ
る
支
援
の
み
で
あ
っ
た
点
が

現
地
の
障
害
者
か
ら
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
受
け
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
は
障
害
者
や
高

齢
者
を
優
先
的
に
避
難
の
支
援
対
象
と
し
て
取
り

組
む
よ
う
、
管
轄
省
の
大
臣
か
ら
指
示
が
出
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
救
援
お
よ
び
保
障
両
面
に
お
い

て
、
ま
だ
十
分
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
近
年
都
市
部
を
中
心
に
中
・
高
層
の
ビ
ル
や

ア
パ
ー
ト
が
増
え
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
火
災
時
の

障
害
者
の
避
難
対
策
な
ど
、
政
府
と
し
て
の
対
応

は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

傾
向
：
人
口
動
向
と
し
て
、
農
村
地
域
の
高

齢
化
の
課
題
が
あ
る
。
特
に
、
一
九
七
〇
年
代
か

ら
国
策
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
入
植
地
で
は
、

農
園
業
務
が
外
国
人
労
働
者
に
一
括
委
託
さ
れ
る

一
方
で
、
他
の
雇
用
機
会
が
無
い
こ
と
か
ら
、
青

年
労
働
者
層
の
都
市
部
へ
の
移
動
が
顕
著
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
そ
の
結
果
、
入
植
地
で
は
障
害
者
を

含
ん
だ
高
齢
者
の
独
居
世
帯
も
出
現
し
つ
つ
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
世
帯
の
生
計
も
課
題
視
さ
れ
つ
つ
あ

る
。

　

周
期
性
：
雨
季
の
影
響
は
当
然
あ
る
も
の
の
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
比
較
的
整
備

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
課
題
と
は
い
え

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

◦ 

構
造
と
プ
ロ
セ
ス
の
変
容
（Transform

ing 
S

tructures and P
rocesses

）

こ
こ
で
着
目
す
べ
き
重
要
な
点
は
、
様
々
な
資

産
、
生
計
戦
略
や
そ
の
意
思
決
定
機
関
に
対
す
る
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実
質
的
な
ア
ク
セ
ス
の
有
無
に
あ
り
、
こ
の
点
が

障
害
者
の
生
計
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
非
常
に

重
要
な
点
と
な
る
。
構
造
と
過
程
と
に
分
け
て
考

え
る
。

　

構
造
：
制
度
的
に
障
害
者
が
国
家
や
地
域
の

意
思
決
定
機
関
か
ら
排
除
さ
れ
る
構
造
に
は
な
っ

て
い
な
い
も
の
の
、
現
実
に
は
投
票
所
の
ア
ク
セ

ス
の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
切
断
な
ど
後
天
的
か

つ
全
身
性
で
は
な
い
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
村
に

お
い
て
以
前
か
ら
有
し
て
い
た
社
会
的
地
位
を
用

い
て
村
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
「
村
安
全
開
発

委
員
会
」、
ま
た
そ
の
下
部
組
織
に
な
る
隣
組
な

ど
の
意
思
決
定
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
保
持
し
て

い
る
例
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
身
性
の
障
害
や

知
的
障
害
者
な
ど
の
場
合
に
は
、
そ
の
枠
組
み
か

ら
全
く
排
除
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　

過
程
：
こ
こ
で
は
社
会
規
範
・
規
約
、
信
条
、

価
値
基
準
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
に
な
る

が
、
こ
の
視
点
は
特
に
差
別
を
捉
え
る
と
こ
ろ
と

な
る
。
障
害
者
を
積
極
的
に
排
除
す
る
制
度
的
枠

組
み
は
無
い
も
の
の
、
受
け
入
れ
の
た
め
の
措
置

を
義
務
化
し
て
い
な
い
、も
し
く
は
障
害
者
を“
特

別
扱
い
”
す
る
結
果
と
し
て
排
除
さ
れ
て
い
る
例

は
、
教
育
や
雇
用
な
ど
多
く
の
場
面
で
見
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
村
の
婦
人
会
へ
の
障
害
者
の
参

加
に
つ
い
て
調
査
し
た
際
、
自
分
た
ち
の
婦
人
会

に
参
加
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、「
で
は
、
障

害
者
の
た
め
の
特
別
な
婦
人
会
を
作
ろ
う
」
と
い

う
意
見
が
表
明
さ
れ
る
な
ど
、
障
害
者
を
“
特
別

扱
い
”
す
る
考
え
方
が
未
だ
一
般
的
で
あ
る
。

◦
生
計
戦
略
（Livelihood S

trategies

）

前
述
し
た
よ
う
な
要
因
の
も
と
、
障
害
者
個
人

お
よ
び
置
か
れ
て
い
る
社
会
・
環
境
双
方
の
要
因

か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
が
生
計
戦
略
と
な
る
。
そ

れ
は
単
に
個
人
の
能
力
的
側
面
だ
け
で
は
な
く
、

制
度
や
環
境
、
差
別
と
い
っ
た
社
会
・
環
境
要
因

の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
も
の
と
な
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
は
、
障
害
者
の
生
計
に

対
す
る
社
会
保
障
戦
略
は
、
職
業
訓
練
な
ど
「
障

害
者
に
対
す
る
」
支
援
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

言
い
換
え
れ
ば
障
害
者
個
人
の
「
力
づ
け
・
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
（Em

pow
erm
ent

）」
の
た
め
の

取
り
組
み
で
あ
る
。
他
方
、
バ
リ
ア
・
フ
リ
ー
化

や
社
会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
の
制
度
・
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
な
ど
、
障
害
者
の
生
計
を
保
障
し
て
い

く
為
に
必
要
な
「
社
会
に
対
し
て
」
行
う
取
り
組

み
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、

参
加
と
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
た
め
の
環
境
や
制

度
を
よ
り
公
平
で
支
援
的
な
も
の
と
す
る
働
き
か

け
を
意
味
す
る
「
可
能
性
の
拡
大
（Enable-

m
ent

）」
の
た
め
の
取
り
組
み
が
不
十
分
で
あ
る

と
い
え
る
。
障
害
者
の
生
計
戦
略
を
考
え
て
い
く

際
、
こ
の
両
者
が
平
行
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ
れ
は
途
上
国
の
障
害
分
野
の
取
り

組
み
の
戦
略
的
枠
組
み
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
る

複
線
ア
プ
ロ
ー
チ
（T

w
in-T
rack A

pproach

）

と
も
合
致
す
る
も
の
と
な
る
。

●
ま
と
め

障
害
者
の
生
計
は
、
障
害
と
い
う
課
題
そ
の
も

の
が
内
包
し
て
い
る
障
害
者
個
人
の
機
能
的
課
題

と
社
会
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
社
会
的
課
題
、
そ

し
て
そ
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
生
ず
る
種
々
の
課

題
の
影
響
を
受
け
る
。
持
続
的
生
計
ア
プ
ロ
ー
チ

の
視
点
、
枠
組
み
は
、
経
済
や
文
化
な
ど
様
々
な

社
会
・
環
境
要
因
お
よ
び
心
身
の
機
能
や
性
、
民

族
と
い
っ
た
様
々
な
個
人
要
因
の
影
響
を
時
間
軸

を
含
ん
だ
相
互
的
な
関
係
の
中
で
捉
え
反
映
す
る

こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
生
活
」

を
捉
え
る
視
点
を
、
所
得
と
い
う
「
手
段
」
の
レ

ベ
ル
か
ら
実
質
的
な
機
会
や
自
由
と
い
う
「
可
能

性
の
幅
」
で
捉
え
る
視
点
へ
と
引
き
上
げ
る
と
い

う
点
に
お
い
て
、
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
の
ケ
イ

パ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
・
考
え
方
と

重
な
る
部
分
も
大
き
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
分
析

の
枠
組
み
と
し
て
完
璧
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

例
え
ば
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
議
論
と
同
様
、
世
帯
と
し

て
の
生
計
戦
略
の
視
点
の
下
で
は
、
同
一
世
帯
内

で
の
再
分
配
の
不
公
平
と
い
っ
た
課
題
が
こ
の
枠

組
み
で
は
十
分
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
障

害
者
の
生
計
を
捉
え
る
に
は
、
こ
の
よ
う
な
種
々

の
枠
組
み
の
可
能
性
や
限
界
を
理
解
し
つ
つ
多
面

的
な
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
ろ
う
。

（
く
の　

け
ん
じ
／
国
際
協
力
機
構
・
国
際

協
力
専
門
員
（
社
会
保
障
））
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